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が見障る位である．

　：D部類此の中では三個の研磨器が目立つ，特に大型のものは80cm位

のものまで，研磨し得るものであるに拘らす，一度も故人によって使用され

て居なv・・他に荒播機と云ふ珍らしいものもあるが，以上の四個の器械tcつ

いては，詳しくは故人が以前L天界「誌上に掲載されたから繰り返さない．こ

こで一言加へたV・のは，故人が鏡面製作の時に常に，18醗C．3FC．303＃金剛

砂（5－8分程度）及び60肝金剛砂（20－30分程度）の僅か四階段で作業され

て居た事で，素人の方々には梢や奇異な感を持たせる．猫ピッチが相當ある

が，これは簡軍には云へなv・．

　E部類　は所謂雑具で，別段云ふ程のものもない．

　以上で大暑に説明を致しました．目下小生は8cm級の早引Lensと13cm

の三三鏡を製作にかかって居ります．勿論目的は篇二一の製作でありますが，

今暫く研究が必要です．（木邊生）

　　　　　　　　　　　遣　　　　稿

光學研究室よリ　スペトロヘリオスコ1プ用の口径10センチ焦黙4米の長焦

黒占鏡一封は陣幕占距離を揃へる事が第一の困難だが216號が393センチ，217號が

395センチの二個に出來上った・これだけ長くなると球面と勉物線の差も分ら

ず，大髄球面近い位にしか出來ない・反射鏡熱が大分下火になって・從って自

分ので作るものも少）・が，仕事が少くなると下手になるし，偶に磨ると指を傷

めて困るので，少々廣塾して仕事を増す事にした・一週に，大小取りまぜ，一

個やらないと，ぢきに下手になる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村Kの遺稿より）

　　　　　　　　　　新星の登見　！！

　コペンハ1ゲンよりの報知によると，去る3月20日，白丁ユクル天文台のデ

ルポ1ルト，ア1レンド爾氏は，双子座に一新星（Nova　Geminorum　i933）を

爲眞で獲讃した．光度は11等級であったが，共の後，急に減光して，一週聞

の後には17等級以下に降った由．


